東病棟カンファレンス記録

	院　長
	課　長
	主　任

	
	
	


平成　１７年　８月　24日（水）　　　　　　　　　司会　高橋　正臣　記録　松川　大輔

	東
	阿　部
	村　舘
	上　野
	北　城
	小　林
	田中裕
	工　藤
	高　橋
	橘

	深
	準
	準
	休
	　○


	○
	○
	○
	○


	休



	鈴　木
	松　川
	田　口
	三　浦
	
	古　里
	川井
	田村直
	小　松
	杉　本

	○
	○
	休
	○
	
	深


	○
	○
	休


	○

	田ノ上
	田村裕
	内　城
	沢　上
	田中ヒ
	松　山
	石　川
	荒木田
	
	

	休
	○
	準


	　○
	　休
	○
	休
	学


	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	


出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・　環境調整の為部屋移動しています。玉井クニコ様（東Ｃ）7→5号室、高宮正蔵様（東Ｃ）4→　7号室となっています。玉井様は異食行為をする患者様なので同室患者様の持ち物に注意し事故を未然に防ぎましょう。

・　向山　忠義様の使用しない私物はＣ倉庫に保管しています。

· 8/27（土）Ｃユニットのバルサン実施予定となっています。

· 土井勝弘様、藤川悟様が8/23（火）よりアルコールプログラム導入となっています。

· 8/25（木）定期交換の際に掛布団から毛布に交換となります。（B、C、D、合併の分）

掛布団は本部隣の洗濯場に出し、代わりの毛布を持ってきましょう。

＜新入院患者様について＞

· 山道　昭雄様～アルコール依存症、主治医川端Dr、PSW高田、東Ｄ19号室。業者洗濯。26歳頃より飲み始め1日2.7ℓほど飲まれていた。自営業（居酒屋）をしており仕事でお客さんを相手に飲まれていた。1月飲酒しながら調理中に気を失い右肩、右前腕に熱傷をされている。6/8肝臓治療の為長谷川内科へ入院。8/10日退院されている。入院時より指先のしびれ、両足の脱力感訴えている。点滴療法に対しての拒否は無いが「注射が痛い」「注射が怖い」と話されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　点滴療法の必要性を理解して頂くような説明、働きかけをしていきましょう。

　　　手指の痺れの有無、下肢の脱力感等や発汗等の離脱症状の観察を密にしていきましょう。

＜要観察患者様について＞

・東海林　康之様～ニヤつき、自問自答の独語、脱衣行為、落ち着きの無い行動など見られています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　

　　　　　　主治医診察しリチウム血中濃度高い為、内服薬が減薬となっています。引き続き躁状態の観察を行なっていきましょう。

阿部　チヨ様～体温36,8℃～37.9℃にて経過しています。また、食事の摂取量も低下しています。

　　　　　　　血圧、収縮期圧が90と低値ですが、一時間後には100となっています。嘔吐はありません。夜間、異常体験に左右された発言聞かれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　体温以外でもバイタル値の変化が見られています。　また、特に夜間、「泥棒がいる」等の異常体験に左右された発言も聞かれています。一般状態の観察はもちろんですが、異常体験に左右された言動の有無の観察も引き続き密にしていきましょう。　　　　

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～「左右に神がいる」との発言聞かれているが、午前中の退室時間は衝動行為無く30分程退室されている。新聞のスポーツ記事を読み「松井秀樹」と話し、ジェスチャーされている。落ち着いて行動されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　少しずつですが退室時間は長くなってきています。これからも退室時間を持つ必要

性を理解して頂くように関わっていきましょう。依然として衝動的に行動を起こす　

　　　　　恐れがありますので退室時は男性スタッフ2名以上で対応していきましょう。　　

・水梨　孝純様～全身の発疹は改善傾向にあります。新しい発疹も見られていません。

　　　　　　













